
愛知・川の会 ２０２３年 5月 主催行事

新郷瀬川エクスカーション
－ 2010年災害から今 多自然川づくり・植生管理へ －

犬山市内を流れる新郷瀬川は、愛知県でも早くから多自然川づくりが進められ
たモデル河川なのですが、2010年7月豪雨により被災。その後改修が進められ、
10年以上の年月をかけ概ね当初整備計画を終えようとしてしているところです。
愛知県の歴代担当者などを交え、その足跡をたどりながら川づくりのあり方を
参加者で議論し、共有するエクスカーションを実施します。

現地 木曽川水系 新郷瀬川（犬山市内）
名鉄広見線交差部 ～ 富士橋(五条川上流端)

日時 ２０２３年 ５月 ２７日（土）１３時 ～１６時半頃（予定）
集合場所 名鉄犬山線 犬山駅東側ロータリー（マイクロバス）１３時

あるいは新郷瀬川 新搭野地橋（左岸堤防）１３時半
参加定員２５名

参加申込 以下事務局（近藤）
Email ／ akira713river@gmail.com

or a_kondo@meihoeng.co.jp
TEL    ／090-1109-3273

主催 愛知・川の会
協力 愛知県河川課・一宮建設事務所、犬山市、

自然を愛するスズサイコの会、エスペック ミック 株式会社

半自然草地の維持・復元

現在の新郷瀬川状況

資料9
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備考改修状況地点

改修済郷瀬川合流点 0/000

改修済新搭野地橋 0/800

多自然型川づくりモデル河川 1993～改修済 第1段階、第2段階（改良）青木橋

改修済搭野地橋 1/000

2010豪雨災害以降 改修区間起点改修済 第3段階国道41号 兼清橋 1/400

1/400～3/400 3km区間改修対象改築済1号橋 1/600

2018～2021改築海道橋 2/050

2013～2014改築2号橋

上流（右岸）で荒神川合流2013～2018改築西町橋 2/500

2018～2020改築合戦第1号橋

改築済合戦橋 3/000

半ノ木川（右岸）合流2016～2017改築半ノ木橋 3/250

改築済赤坂橋 3/450

改築済北外山橋

2015～2017改築南外山橋

富士橋 4/250

改修区間終点五条川分派点 4/400

【 2010年豪雨災害以降の新郷瀬川河川改修 】
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新搭野地橋下流 2018.8月 新搭野地橋上流 2018.8月

青木橋上流 2016.7月 青木橋上流 2021.11月

1号橋上流 2016.7月

２号橋上流 2018.8月

西町橋上流望む 2023.2月

荒神川合流点から上流の合戦橋1号橋を望む 2018.8月
南外山橋上流望む 2023.2月
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【 新郷瀬川 植生管理（半自然草地）への挑戦 】
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新郷瀬川（犬山市内）エクスカーションのポイント拶・
総会
■ 入鹿池を源流域とする新郷瀬川の成り立ち

入鹿池(1633年築造)の流域の水は、元々庄内川水系・五条川へと流れていましたが、
1868年 の入鹿池決壊の水害を契機に木曽川への放水路としての新郷瀬川が開削され
ました(1944年完成)。現在の五条川上流端は、富士橋付近の新郷瀬川左岸。

■ 多自然型川づくりパイロット事業 モデル河川としての新郷瀬川
1990年から始まった多自然型川づくりのモデル事業として新郷瀬川改修が始まり
(新搭野地橋～青木橋 200m区間)、その後歴代担当者による改善の試みがなされま
した(1996年～＊)。＊田宮睦雄氏、佐藤公康氏

■ 2010年豪雨災害による被災、新たな河川整備へ
新郷瀬川では、2010年7月15日～16日にかけての豪雨(梅雨前線)により、大きな浸水
被害を受けます。この対策としての新たな河川整備に着手することとなりました。
国道41号交差部付近から上流への 3Km区間において10年以上にわたり河川拡幅、
多自然川づくりを実施してきたのです。

【 災害後の歴代 一宮建設事務所・河川整備課⾧ 】（敬省略）
●2010～2012年度 近藤 朗
●2013～2014年度 田宮睦雄
●2015～2016年度 岡島充典
●2017～2018年度 佐藤公康
●2019～2020年度 丹羽照元
●2021年度 舟橋愉史
●2022年度～現在 加藤純丈

■ 川らしい風景づくり、植生管理への挑戦
新郷瀬川河川環境の特徴として、水辺から堤防まで豊かな植生の存在があります。
これらを河川改修を進めながらどのように維持していくのか、あるいは再生して
いくのかという課題があり、地域の市民団体である「自然を愛するスズサイコの会」
などとも協働しながら、さまざま試行しています。

【 参考文献 】日本河川協会
月刊「河川」2010-11月号
新郷瀬川における様々な試み
とその評価をふまえた多自然
川づくりへ（近藤 朗）




